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はじめに 
日本産３種のベニクラゲ類 Turritopsis spp. (刺胞
動物門, ヒドロ虫綱, 花クラゲ目) は,老化や強いスト
レスでクラゲからポリプへ素早く若返ることが知られ

































製造の手持屈折計系で 9 月 16 日から毎日午後１回ず
つ測定したところ，初めは意外に低くなっていなかっ
た．測定初日の 31 パーミル（16 日）から 25（17 日），
24（18 日）とだんだん減少し，27 パーミル（19 日），















Fig 1. Near the entrance (upper), innermost part 
(middle) and around Hatakejima Island 
(bottom) of Tanabe Bay,  
Wakayama Prefecture, Japan  
photographed on September 16, 2013 
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県西牟婁郡白浜町で 2010 年 9 月に採取した 1 個体の
クラゲから１度ポリプに若返ってから継続飼育中），台





虫数が 24―75(平均 46.6)だったが， 2 日後の個虫数
は 0―11(平均 3.4)と平均で 43 個虫（７群体で観察）
もいっきに退化した.  


































図 2.	 大雨の影響でしぼんだクラゲから 
ポリプへ若返ったばかりのベニクラゲ 
 
 	 Fig. 2. Just rejuvenated Turritopsis polyp 
 from a shrinked medusa caused by 
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2013 年 11 月 24 日よりヒーター使用にて水温を上昇
させ（22－25℃，自然海水の場合は 9－18℃）流
水中で飼育したところ，2014 年１月７日にクラゲ
が初めて遊離した． 
 
 
 
 
 
 
